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1 はじめに 

藤沢市交通アクションプラン（2015 年（平成 27 年）3 月策定）は、2020 年

（令和 2 年）3 月で策定から 5 年を迎え、位置づけた施策の進捗を評価する時期

となったことから、市民意識調査により市民ニーズの把握を行ったうえで、位置

づけた施策の進捗状況や、評価指標の達成度について中間評価を実施しました。 

2 藤沢市交通アクションプランとは 

藤沢市交通アクションプラン（以下「アクションプラン」という。）は、藤沢

市交通マスタープラン（2014 年（平成 26 年）3 月策定）に掲げる施策の実施計

画として 2015 年（平成 27 年）3 月に策定したものです。また、アクションプ

ランは、交通事業とまちづくりが連携した総合的かつ戦略的な交通施策の推進を

図ることを目的とした「都市・地域総合交通戦略」及び公共交通ネットワーク全

体を一体的に形づくり、持続させることを目的とした「地域公共交通網形成計

画」の 2 つの計画を兼ねています。 

3 中間評価の実施方法 

 中間評価は、アクションプランで設定されている「施策の進捗状況」と、「評

価指標」の現況値を確認するとともに、その達成状況を把握し評価を行いまし

た。 

 

 

 

 

 

  

《ステップ 1》市民意識調査の実施 

《ステップ 3》評価指標の達成状況の確認 

《ステップ 2》施策の進捗状況の確認 

《ステップ 4》中間評価とりまとめ 

図 1 中間評価の実施方法 
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4 《ステップ 1》交通に関する市民意識調査の実施 

 2015 年（平成 27 年）3 月のアクションプラン策定以降の市内の交通に関する

市民意識を把握するため、2020 年（令和 2 年）1 月から 2 月にかけて、15 歳以

上の藤沢市民 3,550 人を無作為抽出し、交通に関する市民意識調査を実施しまし

た。調査を行ったことで判明した特徴的な点については次のとおりです。 

4.1 回答属性 

 今回の調査では 1,690 名の方から回答をいただき、回収率は 47.6%でした。回

答属性を見ると性別では、アクションプラン策定当初の調査結果に比べて、女性

からの回答割合が増加していました。 

 また、年齢別では統計値においても、高齢化が進んでいる状況がありますが、

調査結果からは、アクションプラン策定当初に比べて 70 歳以上の割合が 4.4％

増加していました。 

 性別や年齢については、統計値に比べても、女性及び高齢者の回答が多い傾向

があることから、経年による超高齢化の進展以上に高齢者の回答や女性の回答が

多いことを考慮した上で、結果を見ていく必要があると思われます。 

 
表 1 回答属性の前回調査時との比較 

  当初調査 

(%) 

今回調査 

(%) 

増  減 

(%) 

（参考）統計値(%) 

H26.10 R1.10 増 減 

性別 男性 43.5 41.5 -2.0 51.4 49.5 -1.9 

女性 56.5 58.5 +2.0 48.6 50.5 +1.9 

年齢 30 歳未満 7.6 10.3 +2.7 17.2 17.0 -0.2 

30-40 歳台 32.0 28.5 -3.5 36.0 33.0 -3.0 

50-60 歳台 36.5 32.8 -3.7 28.2 28.4 +0.2 

70 歳以上 24.0 28.4 +4.4 18.6 21.6 +3.0 

4.2 外出の傾向 

 日々の外出についての設問においては、外出の頻度や、したいと思う外出が制

約されていないかをお聞きしたほか、制約されている場合の理由等を尋ねまし

た。 

 その結果、外出の頻度としては、週 1 回以上外出している人は全体の約 95％

でしたが、年齢が 80 歳を超えると、外出の割合が週 1 回以上となる割合が減少

するという結果でした。 
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図 2 週 1 回以上外出すると答えた割合（年代別） 

 また、外出が制約されていると回答した方の理由としては「公共交通が利用し

づらい」と回答した割合は、「身体的理由」、「時間がない」に次いで 3 番目

（約 2 割）という状況で、特に「遠藤地区」、「御所見地区」では、その割合が

5 割を超える結果でした。 

 

図 3 外出が制約されている理由（13 地区別） 

4.3 満足度 

 交通に関する満足度の調査結果は、アクションプラン策定時（平成 26 年度）

の市民意識調査と比較すると、「インターチェンジまでの所要時間に関する満足

度」や「避難経路の道路環境に関する満足度」が上昇した一方で、「公共交通の

利便性に関する満足度」が減少しました（表 2）。「公共交通の利便性に関する

満足度」について、13 地区別にみてみると、「遠藤地区」、「村岡地区」の減

少割合が約 20%と顕著となっています（図 4）。 
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表 2 満足度の策定時との比較 
 H26 年度 

策定時 
今回調査 増 減 

最寄り駅までの所要時間 

に関する満足度 
45% 46% +1% 

公共交通の利便性 

に関する満足度 
44% 36% -8% 

自動車走行環境 

に関する満足度 
17% 13% -4% 

インターチェンジまでの所要時間 

に関する満足度 
14% 34% +20% 

自転車走行環境 

に関する満足度 
10% 11% +1% 

市内の歩行環境 

に関する満足度 
25% 23% -2% 

避難経路の道路環境 

に関する満足度 
44% 54% +10% 

 

 

図 4 公共交通の利便性に関する満足度（前回調査からの増減・13 地区別） 
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4.4 自由記述意見 

 今回の市民意識調査における自由記述意見について類型化して整理を行ったも

のが表 3 です。最も多い意見は「渋滞」に関連した意見で、渋滞の箇所として

は、「辻堂駅周辺」で特にショッピングモールに向かう渋滞解消を望む意見が多

くありました。また、「バスの定時性」にも影響が出ているといった意見もあ

り、公共交通への利便性にも影響を与えていることがわかります。「藤沢駅周

辺」の渋滞への意見も多く、「南藤沢」交差点で、鎌倉方面から流入する車両の

混雑についての意見が多くみられました。 

 「渋滞」関連の意見の次に多かったのは、「自転車走行環境」に対する意見

で、自転車利用者が自転車通行帯等の整備を望む声のほか、歩行者の安全性確保

のために自転車走行環境の整備を望む声もありました。 

 3 番目に多かったのは、「道路の安全対策」に関する意見で、通学路の安全確

保や、道路が狭いことによる危険な状況の解消等の意見がありました。 

 
表 3 類型化した自由記述意見の件数（上位 10 位） 

順位 類型化した意見の概要 件数 順位 類型化した意見の概要 件数 

1 渋滞関係 163 件 6 自転車駐車場の整備・改善 60 件 

2 自転車走行環境 118 件 7 歩道の整備 53 件 

3 道路の安全対策 112 件 8 取り締まりの強化 47 件 

4 バスの運行本数増 82 件 8 道路のバリアフリー 47 件 

5 自転車利用者のマナー 67 件 10 路面の凹凸 42 件 
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5 《ステップ 2》施策の進捗確認 

5.1 短期施策の進捗状況 

 令和元年度までの短期で完了するとしていた施策の状況としては、21 施策中

「完了」となったものが 14 施策（66.7％）、「順調※」となったものが 3 施策

（14.3％）、「課題や遅れ有」とされたものが 4 施策（19.0％）でした。 

 そのうち、今後の方向性で「廃止」となったものが 1 施策（4.8％）でした。

短期施策としては予定の期間内に完了できなかったものがあるものの、概ね計画

通りに進捗を図ることができました。 

 
表 4 短期施策の状況 

評    価 今後の方向性 

 施策数 割 合  施策数 割 合 

完 了 14 66.7% 完 了 14 66.7% 

A（順調※） 3 14.3% 継 続 6 28.6% 

B（課題や遅れ有） 4 19.0% 廃 止 1 4.8% 

C（未実施） 0 0.0%    

合 計 21  合 計 21  

※短期施策における「順調」とは、アクションプランに位置づけた内容は実施したものの、

短期の期間が終了した後も継続して実施していく施策に対して行っている評価のことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

割合の合計は各項目

の四捨五入を行って

いるため、必ず 100％

となるわけではあり

ません。 
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5.2 中期・長期施策の進捗状況 

 アクションプランに位置づけた中期・長期施策の進捗状況については、スケジ

ュールを前倒しして「完了」した施策が 2 施策（4.3％）、予定通り順調に進捗

している施策が 24 施策（52.2％）、実施はしているが課題や遅れがある施策が

20 施策（43.5％）となっています。 

 完了となった施策を除いて、今後も引き続き「継続」して事業に取り組みま

す。 

 
表 5 中期・長期施策の進捗状況 

評   価 今後の方向性 

 施策数 割 合  施策数 割 合 

完 了 2 4.3% 完 了 2 4.3% 

A（順調） 24 52.2% 継 続 44 95.7% 

B（課題や遅れ有） 20 43.5% 廃 止 0 0.0% 

C（未実施） 0 0.0%     

合 計 46  合 計 46  
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5.3 基本方針別の進捗状況 

 アクションプランでは、将来の交通像『ひと・モノ・まちが、つながる都市～

湘南ふじさわ～』を実現するため、4つの基本方針を設定するとともに、それぞ

れの基本方針に基づく交通施策を位置づけ、交通まちづくりを進めていくとして

います。 

 この 4 つの基本方針ごとに位置づけた施策について進捗状況の確認を行いまし

た。 

 

（1）基本方針 1 地域特性に応じた移動しやすい交通まちづくり 

＜交通施策＞ 

１） 最寄り駅まで 15 分の交通体系づくり 

２） 藤沢駅周辺（中心市街地）まで 30 分の交通体系づくり 

３） 地域特性に応じた地域交通サービスの充実 

４） 地域、交通事業者、関係機関、行政等の協力・連携 

 

＜主な施策のこれまでの成果＞ 

○ いずみ野線の延伸に向けて、2016 年（平成 28 年）4 月には交通政策審議

会答申において「湘南台～倉見」が「検討すべき路線」に位置づけられる

とともに、2017 年（平成 29 年）5 月には、市内の概ねの駅位置（Ａ駅・

Ｂ駅）が関係者間で合意に至る等、検討を進めてきました。 

○ 新たなまちづくりに向けては、第 7 回線引き見直しにおいて、Ｂ駅周辺の

健康と文化の森地区が「新市街地ゾーン（計画的市街地整備の検討を進め

ていくゾーン）」に指定され、継続して地元との協議を進めてきました。 

○ 湘南大庭地区の公共交通の利便性向上を目的に、辻堂駅遠藤線への連節バ

スによる急行運転の導入、湘南ライフタウンバスターミナルの拡張整備に

よる機能強化、石川方面へのバス路線の新設等を実施しました。 

○ 地域公共交通（乗合タクシー等）の導入として、2017 年（平成 29 年）4

月から善行地区に「のりあい善行」、2018 年（平成 30 年）4 月から六会

地区に「おでかけ六会」の本格運行を開始しました。 

○ 交通拠点としての（仮称）村岡新駅の設置に向けては、鎌倉市深沢地区と

の一体的なまちづくりを行うとともに、新駅設置を目指す内容の基本事項

に 2018 年（平成 30 年）12 月に合意し、検討を進めてきました。 
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（2）基本方針 2 都市間の交流・連携や都市の活力を生み出す交通まちづくり 

＜交通施策＞ 

１） インターチェンジまで 30 分（産業系市街地から 15 分）の交通体系づく

り 

２） 広域的な公共交通ネットワークの強化 

３） 都市拠点における交通機能の強化 

４） 片瀬・江の島周辺における交通機能の強化 

 

＜主な施策のこれまでの成果＞ 

○ 【いずみ野線延伸に関する取組は基本方針 1と同様】 

○ 【（仮）新南北軸線に関する取組は基本方針 1と同様】 

○ 道路のバリアフリー化については、六会日大前駅周辺地区における事業を

平成 30 年度に完了し、善行駅周辺地区においては、平成 27 年度に「善行

駅周辺地区移動円滑化基本構想」を策定し、平成 30 年度から事業を開始し

ました。 

○ 「ふじさわサイクルプラン」に位置づけた自転車ネットワーク路線につい

て、「藤沢市自転車走行空間のあり方」に定めた整備形態に基づき、市道

中学通り線、県道戸塚茅ヶ崎等の延長約 5．2ｋｍに自転車通行帯を整備

し、左側通行を促す矢羽根について、市道土棚石川線等に約 8．6ｋｍの整

備を実施しました。 

○ 藤沢駅北口及び長後駅西口周辺の有料駐輪施設の開設を行い、あわせて既

存の無料駐輪施設を廃止しました。また、藤沢本町駅周辺の駐輪施設の有

料化を検討し、令和 2年度から着手しました。 

○ 自転車利用における交通ルールの遵守やマナーの向上に向け、交通安全教

室、マナーアップ運動、広報による啓発等の取組を継続して進めました。 

○ さがみ縦貫道（圏央道）の開通による、広域的な公共ネットワークへのア

クセス性が高まりました。 

○ 都市計画道路石川下土棚線の綾瀬市境付近を平成 29 年度に部分的に供用を

開始しました。また、市道藤沢 652 号線（都市計画道路藤沢石川線）の本

町工区では、国道 1号下の伊勢山歩道トンネルの供用を開始しました。 

○ 藤沢駅北口駅前広場再整備及びデッキのリニューアルを完了しました。 

○ 湘南モノレール湘南江の島駅へのエレベーター設置が完了しました。 

○ 小田急江ノ島線片瀬江ノ島駅において、交通結節機能の強化のための駅前

広場の整備及び駐輪施設の整備を行いました。 
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（3）基本方針 3 環境にやさしい交通まちづくり 

＜交通施策＞ 

１） 公共交通の利用促進 

２） 自動車交通の円滑化 

３） 自転車の利用促進 

４） 環境にやさしい交通環境づくり 

 

＜主な施策のこれまでの成果＞ 

○ 公共交通の利用を促進するモビリティ・マネジメントを学校教育で行える

よう、教材・学習プログラムを作成し、実際に授業を実施しました。 

○ ノンステップバスやユニバーサルデザインタクシーの導入に対し、補助金

制度を創設し、導入を促進しました。 

○ 【自転車利用環境の整備（はしる）に関する取組については基本方針 2と

同様】 

○ 【自転車利用環境の整備（とめる）に関する取組については基本方針 2と

同様】 

○ サイクル＆バスライド施設を市内に 3か所整備し、バス利用を促進しまし

た。 

○ 湘南地域における電動自転車によるシェアサイクルの実証実験を開始しま

した。 

○ 【自転車利用環境の整備（まもる）に関する取組については基本方針 2と

同様】 

○ 【都市計画道路等の整備に関する取組については基本方針 2と同様】 

 

（4）基本方針 4 ひとにやさしく・災害に強い交通まちづくり 

＜交通施策＞ 

１） 安全で快適な移動空間づくり 

２） 健康増進につながる移動環境づくり 

３） 災害に強い交通まちづくり 

４） 既存交通施設の適正な維持管理の推進 

 

＜主な施策のこれまでの成果＞ 

○ 【公共交通等の利用促進に関する取組については基本方針 3と同様】 
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○ 沿岸部橋梁の耐震化を進め、対象の 9橋中 7橋で改修が完了しました。ま

た、緊急輸送路・避難路に関する橋梁の耐震化については、対象の 52 橋

中、32 橋で改修が完了しました。 

○ 【歩行環境の整備（駅周辺地域）に関する取組については基本方針 2と同

様】 

○ 危険箇所の点検、道路補修や舗装打換等については、日常的に必要に応じ

て実施してきました。 

 

 アクションプランに定めた、4つの基本方針別に各施策の進捗状況を表 6に整

理しました。基本方針 4では、比較的順調に進捗している施策もしくは完了して

いる施策の割合が高く、基本方針 1及び基本方針 2では、課題や遅れが発生して

いる割合が比較的高い状況が見られます。 

表 6 基本方針別の施策の進捗状況 

 完了 Ａ Ｂ Ｃ 計 

基本方針 1：地域特性に応じた移動しやすい

交通まちづくり 

12 9 12 0 33 

(36.4%) (27.2%) (36.4%) ( 0.0%) (100%) 

基本方針 2：都市間の交流・連携や都市の活

力を生み出す交通まちづくり 

13 16 20 0 49 

(26.5%) (32.7%) (40.8%) ( 0.0%) (100%) 

基本方針 3：環境にやさしいまちづくり 1 13 4 0 18 

( 5.6%) (72.2%) (22.2%) ( 0.0%) (100%) 

基本方針 4：ひとにやさしく・災害に強い交

通まちづくり 

1 9 1 0 11 

( 9.1%) (81.8%) ( 9.1%) ( 0.0%) (100%) 

 

評価の凡例 

完了 完了 

Ａ 概ね順調 

Ｂ 遅れ・課題有 

Ｃ 未実施 
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6 《ステップ 3》評価指標の達成状況の確認 

6.1 評価指標の達成状況 

 ステップ 3 では、アクションプランに位置づけた評価指標の現時点での達成状

況の確認を行います。20 項目の指標のうち、中間目標値（目標値の半分）に達

している指標が 8 項目（40％）ある一方で、進捗はしたものの計画年次の中間

目標値に満たない指標が 9 項目（45％）存在しています。 

 市民意識調査の満足度を指標としているものについては、策定時に比べてマイ

ナスとなっている指標が 3 項目（15％）あります。
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表 7 評価指標の進捗状況 

 評価指標 
① 

策定時 

② 

R1 年度末 

現状値 

③ 

R6 目標年次 

目標値 

④ 

増減 

②－① 

⑤ 

進捗率 

④/(③-①) 

達成度 

「〇」:⑤≧50% 

「×」：⑤<0% 

「△」：それ以外 

評
価
指
標1

 

1-1 最寄り駅まで 15 分圏の人口割合 72 % 73 % 75 % +1 % 33 % △ 

1-2 藤沢駅まで 30 分圏の人口割合 84 % 84 % 87 % ±0 % 0 % △ 

1-3 地域特性に応じた公共交通サービスの導入エリア数 - 2 ｴﾘｱ 6 ｴﾘｱ +2 ｴﾘｱ 33 % △ 

1-4 最寄り駅までの所要時間に関する満足度 45 % 46 % 60 % +1 % 7 % △ 

1-5 公共交通の利便性に関する満足度 44 % 36 % 60 % -8 % -50 % × 

評
価
指
標2

 

2-1 インターチェンジまで 30 分圏の人口割合 33 % 100 % 100 % +67 % 100 % 〇 

2-2 インターチェンジまで 15 分圏の産業系市街地割合の増加 2 % 27 % 80 % +25 % 32 % △ 

2-3 自動車走行環境に関する満足度 17 % 13 % 60 % -4 % -9 % × 

2-4 インターチェンジまでの所要時間に関する満足度 14 % 34 % 60 % +20 % 43 % △ 

評
価
指
標3

 

3-1 鉄道・バス・自転車の利用割合 43 % 57 % 43 %以上 +14 % －  〇 

3-2 自動車の利用割合 30 % 26 % 30 %以下 -4 % －  〇 

3-3 自転車走行空間の整備延長 0.5 km 13.9 km 5.0 km +13.4 km 298 % 〇 

3-4 自転車走行環境に関する満足度 10 % 11 % 60 % +1 % 2 % △ 

評
価
指
標4

 

4-1 鉄道駅のバリアフリー施設の整備率 94 % 100 % 100 % +6 % 100 % 〇 

4-2 ノンステップバスの導入率 20 % 62 % 70 % +42 % 84 % 〇 

4-3 緊急輸送道路（避難路）に架かる橋梁の耐震補強整備率 58 % 62 % 100 % +4 % 10 % △ 

4-4 都市計画道路の整備率 75 % 77 % 83 % +2 % 25 % △ 

4-5 ユニバーサルデザインタクシーの導入台数 1 % 7 % 6 % +6 % 120 % 〇 

4-6 市内の歩行環境に関する満足度 25 % 23 % 60 % -2 % -6 % × 

4-7 避難経路の道路環境に関する満足度 44 % 54 % 60 % +10 % 63 % 〇 

1
3
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6.2 基本方針別の評価指標の状況 

 基本方針別の評価指標の状況と、各指標の増減に影響を与えた要因について、

次のとおり整理を行いました。 

 

（１） 基本方針 1 地域特性に応じた移動しやすい交通まちづくり 

＜評価指標の増減及び増減の要因＞ 

● 最寄り駅まで 15 分圏の人口割合の増加（72％→73％） 

 ほぼ横ばいの状況ですが、割合増加の要因は辻堂駅遠藤線へのバス急行運転開

始及び石川方面への新規バス路線の設定による、最寄り駅までの 15 分圏域の拡

大を要因とするものです。 

● 地域特性に応じた公共交通サービスの導入エリア数の増加（0 ｴﾘｱ→2 ｴﾘｱ） 

 「のりあい善行」、「おでかけ六会」の運行開始を要因とするものです。 

● 最寄り駅までの所要時間に関する満足度の向上（45％→46％） 

 取組内容からは辻堂駅遠藤線へのバス急行運転開始や乗合タクシーの導入等が

影響すると考えられますが、満足度は横ばいという結果でした。 

● 公共交通の利便性に関する満足度の向上（44％→36％） 

 年齢層別の満足度を見ると、計画策定時においては、年齢層が高くなるにつれ

て満足度が上昇する傾向がありましたが、今回調査においては、その傾向が逆と

なっており、満足度が減少した要因の一つとして、実施している施策が、高齢者

の満足度に直結していない可能性が考えられます。そのほか、市民意識調査の結

果のとおり、特定の地区における公共交通の利便性低下が要因と考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 公共交通の利便性に関する満足度の変化（平成 26 年度→令和元年度） 

(%) (%) 
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（２） 基本方針 2 都市間の交流・連携や都市の活力を生み出す交通まちづくり 

＜評価指標の増減及び増減の要因＞ 

● ＩＣ（藤沢・寒川北・綾瀬・栄）まで 30 分圏の人口割合の増加（33％→

100％） 

 さがみ縦貫道（圏央道）の開通により、藤沢ＩＣから 30 分圏の人口を算入し

たことが増加の要因です。 

● ＩＣ（藤沢・寒川北・綾瀬・栄）まで 15 分圏の産業系市街地割合の増加

（2％→27％） 

 さがみ縦貫道（圏央道）の開通により、藤沢ＩＣから 15 分圏の産業系市街地

面積を算入したことが増加の要因です。 

● 自動車走行環境に関する満足度の向上（30％→26％） 

 都市計画道路の整備や市道の整備等の進捗を図ってきたにもかかわらず、満足

度が減少した要因の一つとしては、市民意識調査の結果の中で、年齢層別の満足

度を見たときに、高齢者層の満足度が減少していることから、高齢者の満足度に

直結していない可能性が考えられます。また、同調査の自由記述意見の中で、渋

滞解消を望む声が多くあったことも少なからず、本評価項目に影響を与えている

可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

● インターチェンジまでの所要時間に関する満足度の向上（14％→34％） 

 さがみ縦貫道（圏央道）に藤沢ＩＣからアクセス可能となったことが、満足度

向上の要因の一つとして考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 自動車で走る道路に関する満足度の変化（平成 26 年度→令和元年度） 

(%) 
(%) 
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（３） 基本方針 3 環境にやさしい交通まちづくり 

＜評価指標の増減及び増減の要因＞ 

● 鉄道・バス・自転車の利用の促進（43％→57％） 

 公共交通利用の意識が浸透したことも要因の一つとして考えられますが、一方

で、超高齢化の進展、若者の車離れが進んだこと等、社会状況の変化も一因とな

っている可能性も考えられます。 

● 自動車の利用割合の改善（30％→26％） 

 公共交通利用の意識が浸透したことも要因の一つとして考えられますが、一方

で、超高齢化の進展、若者の車離れが進んだこと等、社会状況の変化が一因とな

っている可能性も考えられます。 

● 自転車走行空間の整備延長の増加（0．5ｋｍ→13．9ｋｍ） 

 市道中学通り線、市道鵠沼海岸線等への自転車通行帯の整備や、その他の道路

への矢羽根の設置による走行位置の明示を行った実績による増加です。 

● 自転車走行環境に関する満足度の向上（10％→11％） 

 自転車走行空間の整備延長は大きく増加したものの、全体として満足度は横ば

いにとどまっています。市民意識調査の結果から、年齢層別の満足度を見てみる

と、若い年齢層の満足度は増加していますが、比較的高い年齢層の満足度は上が

っていないがわかり、このことから、実施している施策が、比較的高い年齢層の

方の満足度に直結していない可能性が考えられます。 
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図 7 自転車走行環境に関する満足度の変化（平成 26 年度→令和元年度） 
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（４） 基本方針 4 ひとにやさしく・災害に強いまちづくり 

＜評価指標の増減及び増減の要因＞ 

● 鉄道駅のバリアフリー施設の整備率の増加（移動等円滑化の促進に関する基

本方針に基づく）（94％→100％） 

 湘南モノレール湘南江の島駅へのエレベーター設置によるもので、移動等円滑

化の促進に関する基本方針に基づくバリアフリー化が完了しました。 

● ノンステップバスの導入率の増加（20％→62％） 

 平成 26 年度からの導入促進に向けた市の補助金や国からの補助金を受け、バ

ス事業者がノンステップバスを導入した実績によるものです。 

● 緊急輸送道路（避難路）に架かる橋りょうの耐震補強整備率の増加（58％→

62％） 

 西浜橋、山本橋、日の出橋等の耐震補強を完了した実績によるものです。 

● 都市計画道路の整備率の増加（75％→77％） 

 横浜伊勢原線の完了、石川下土棚線の一部供用開始及び柄沢特定土地区画整理

事業の完了等による実績によるものです。 

● ＵＤ（ユニバーサルデザイン）タクシーの導入台数の増加（1％→7％） 

 令和元年度からの導入促進に向けた市の補助金や国からの補助金を受け、タク

シー事業者等がＵＤタクシーを導入した実績によるものです。 

● 市内の歩行環境に関する満足度の向上（25％→23％） 

 歩道整備やバリアフリー化等を進めてきたものの、市民意識調査の結果を年齢

層別に見たときに、高齢者層の満足度が減少しており、実施している施策が、高

齢者の方の満足度に直結していない可能性が考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

● 避難経路の道路環境に関する満足度の向上（44％→54％） 

 避難路や緊急輸送路の耐震化の進捗等によるほか、平成 23 年の東日本大震災

以降、防災の意識が高まっていることも一つの要因と考えられます。 

  

(%) (%) 

図 8 市内の歩行環境に関する満足度の変化（平成 26 年度→令和元年度） 
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7 《ステップ 4》中間評価とりまとめと今後の取り扱いについて 

 《ステップ 3》までの結果を受けて、中間評価として、次のとおりとりまとめ

ました。 

○ 計画に位置づけた短期施策は、概ね予定通り進捗しました。 

○ 計画に位置づけた中期・長期施策については、一部に課題や遅れが見られる

ものの、未実施の施策はありませんでした。 

○ 20 項目ある評価指標のうち、中間目標値を達成した評価項目が 8 項目ある

一方で、その他 12 項目は、中間目標値に達していませんでした。 

○ 特に、市民の満足度を指標とした項目では、施策が進捗したにも関わらず策

定当初からマイナスとなった項目もあったことから、超高齢化の進展等の社

会状況の変化が、市民の価値観に変化をもたらしている可能性があり、位置

づけている一部の施策と市民の満足度の間に乖離が生まれている可能性があ

ります。 

○ 一方で、超高齢化の進行により市民の年齢構成が変化してきていることか

ら、満足度調査の結果にも偏りが生じ、経年変化の単純比較ができなくなっ

ている可能性があります。 

 

 このアクションプランの中間評価の結果を受けて、今後はより市民のニーズに

対応するための計画とすべく、計画策定時に比べて、社会状況の変化が生じてい

るものととらえ、最新の市内の交通動態の分析等を実施し、現況の課題を把握し

た上で、アクションプランの上位計画で交通に関する基本計画である「藤沢市交

通マスタープラン（平成 26 年策定）」の改定も含めて、アクションプラン改定

を検討していくこととします。なお、改定までの間は、現計画の施策を上位計画

と連動して継続していきます。 

 計画改定については、専門家のご意見を伺いながら、次の視点を考慮して検討

していきます。 

 

① 最新の市内の交通動態と将来予測の把握 

 平成 30 年の東京都市圏のパーソントリップ調査の結果から、最新の市内の交

通動態及び将来予測の分析を行い、その結果を踏まえた改定をする必要がありま

す。 
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② 超高齢社会の進行及び人口減少社会の到来 

 アクションプランの策定時にも、少子高齢化の進行や人口減少を想定していま

したが、策定以降の超高齢社会の進展状況を踏まえるとともに、迫りくる人口減

少社会を踏まえた改定を検討する必要があります。 

 

③ 新しい生活様式による交通行動の変化 

 新型コロナウイルス感染症流行の影響により、市民が新しい生活様式を取り入

れることで、交通行動が変化する可能性が高まっています。コロナ禍が終息した

状況については、交通行動の調査を実施した上で、改定を検討する必要がありま

す。 

 

④ 新しい技術や概念 

 自動運転等の新たな技術の発展や、交通手段間をシームレスにつなぐ仕組みで

あるＭａａＳ（Mobility as a Service）といった新たな移動の概念が具現化し

ていく中、本市の交通施策に有効なものは取り込んで改定を検討する必要があり

ます。 

 

⑤ 国や他都市の動向 

 国の法改正の動きや、他都市の取組状況を注視し、改定を検討する必要があり

ます。 

 

 
図 9 改定までのフロー 

 改定にあたっては、学識経験者、交通事業者の意見も踏まえながら、市民意識調査、

説明会、パブリックコメント等で市民の意見を取り入れながら改定を行っていきます。 

マ  ー  ス 
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8 （参考）市民意識調査の実施概要 

8.1 調査の目的 

交通に関する市民意識の経年変化を調査するために実施する。 

8.2 調査概要 

対   象： 15歳以上の藤沢市民（市内の公共交通を使う年代） 

 設定標本数： 1,065 通（信頼水準 95%、標本誤差 3%） 

   →標本誤差 3％の中に真の値がある確率が 95％ 

 想定回収率： 30% 

 配 布 数： 3,550 通 

 標本抽出法： 単純無作為抽出 

 回   収： 1,690 通（設定標本数の 158%） 

 回 収 率： 47.6% 

8.3 調査期間 

 本調査は以下の期間で実施した。 

 2020 年（令和元年）1 月 24 日（金）～2 月 7 日（金） 

8.4 調査内容 

 調査票のとおり。  
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9 （参考）市民意識調査の結果 

9.1 調査規模 

 調査規模は、調査対象の母集団 377,673 人から、信頼水準 95％、標本誤差 3％とい

う条件で、必要標本数を 1,065 人と算出した。 

 また、発送必要部数は、回収率を 30％と想定し、3,550 人とした。 

 その結果、有効回収部数は、1,690 人となり、最低必要数の目標を大きく超えるこ

とができた。 

 性別、年齢別、交通マスタープランの地区別で統計値の比較を行ったが、バランス

よく回収することができた。 

表 8 配布回収部数 

① 

配布部数 

② 

有効回収部数 

③ 

目標回収部数 

④ 

有効回収率 

（②/①） 

⑤ 

目標達成率 

（②/③） 

3,550 1,690 1,065 47.6% 158.7% 

 

 

図 10 性別回収状況比較 

注）「統計値」は令和元年 12 月 1 日現在の住民基本台帳を基準とした数字 
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図 11 年齢別回収状況比較 

注）「統計値」は令和元年 12 月 1 日現在の住民基本台帳を基準とした数字 

 

 

図 12 都市マス 13地区別回収状況比較 

注）「統計値」は令和元年 12 月 1 日現在の住民基本台帳を基準とした数字 
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9.2 調査結果（単純集計） 
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藤沢市交通アクションプラン 中間評価 

 計画建築部 都市計画課 
  〒251－8601 神奈川県藤沢市朝日町 1 番地の 1 
  電話 0466－50－3537 



【方針１・２】
いずみ野線延伸

【方針１】
健康と文化の森まちづくり

【方針１・２】
石川方面へのバス路線新設

【方針１・２】
連節バスによる急行運転

【方針１・２】
湘南ライフタウンバスター
ミナル拡張整備

【方針１】
おでかけ六会
（乗合タクシー）

【方針１】
のりあい善行
（乗合タクシー）

【方針１】
（仮称）村岡新駅
のまちづくり

【方針２】
六会日大前駅周辺
地区バリアフリー

【方針２】
善行駅周辺地区
バリアフリー

【方針２】
長後駅西口自転車
等駐車場整備

【方針２】
藤沢駅北口第2自
転車等駐車場整備

【方針２】
藤沢駅北口駅前広場・
デッキリニューアル

（参考）【位置図】

（参考）柄沢特定
土地区画整理事業

【方針２・３】
石川下土棚線

【方針２・３】
藤沢652号線の歩行
者用トンネル

134

467

467

【方針２】
自転車走行空間の整備

【方針４】
橋梁の耐震化

【方針３】
サイクルアンドバスライド施設

全市的なもの

【方針２】
さがみ縦貫道（圏央道）の開通
による広域的な公共ネットワー
クへのアクセス性

【方針２・３】
片瀬江の島駅の駅前広場整備・
自転車駐車場の整備 【方針２】

湘南モノレール湘南江の島駅の
エレベーター設置

長後

湘南台

六会日大前

善行

藤沢本町

藤沢

辻堂

本鵠沼

鵠沼海岸

片瀬江ノ島

江ノ島

湘南
江の島

目白山下

湘南
海岸公園

鵠沼

柳小路

石上

資料２（表）



（参考）【藤沢市内１３地区】

資料２（裏）


